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研究で提示 された問題点にっいて も討議 した
いと思 う。
地域研究の視角



































ムを中心に して語 られていた、 と高谷さんは
受 け取 っておられ るよ うだが、私はそれを
まったく抜 きにしてイスラームを考えるのは
























































































るこ とであ る。例 え ば、 古川 さんのお っ
しゃった 「練度」、高谷さんの 「パ ッと捉え

























































は 「エ コ ・ロジック」にできていると考えて
いる。ナイル流域、大シリア、ペルシャ、 ト
ル コ、アラブという世界があることは確かで








して第三が森 が切 り開かれた後の 「野」に
なって しまった所。 この三っが基本的にある。





























































































































































































































も見えない、という側面 はた しかにある。 し



























































サ レムやダマスカスで も寒いと感 じた。日本
のイメージでは中東は暑い場所とされている
が、必ず しもそ うではない。一方 ヨルダン渓
谷のように、世界で も最 も低い死海などがあ
り、そこでの高地と低地の気温の差は10度ぐ






















































































































































































































































小杉 私は片倉さん とは、少 し違 う理解の仕































































































































































































て いた。その辺 りにあ るせめ ぎあいにっな
97
がっていこうとする議論であるように思う。





































































































高谷 私 も片倉 さんと全 く同意見である。あ
の ヨーロッパ風のローカルな考え方が、世界
































高谷 その通 りである。すべての秩序 はエ
コ ・ロジック(eco-logic)なのであ る。今
は少 しおか しくなっているが、未来 もやは



















れ る。土屋 さんは 「アポリア」という言葉を
使 っておられた。この立場は、論理的には非
常 に難題である。かっての近代科学では、自



































































で もい くつかの間題が積み残 されたままに
なっているが、それでも蟹気楼が蟹気楼では
な くなってい く方向に、私達の地域舐究は向
かっているように思う。今後も中東の研究者
の方々と協力 して、この方向に進んでいける
ことを望んでいる。
小杉 今の坪内さんのお話をもって、今回の
研究会を締め くくりたいと思う。どうもあり
がとうございました。
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